











































2014年度はやや例外的に、ガヤ トリ・ スピヴ、アク（Gayatri Chakravorty Spivak）の An









l. 2014年 4月 26日
Chapter 1 "The Burden of English，”pp.35・56.木村茂雄
Chapter 4 "The Double Bind Starts to Kick In，”pp.97-118. 小杉世
2. 2014年 5月 31日
Chapter 2 "Who Claims Alterity？”pp.57・72. 花井晶子
Chapter 5“Culture: Situating Feminism，”pp.119-136. 松本ユキ
3. 2014年 6月 21日
Chapter 6 "Teaching for the Times，＇’ pp.137-157. 松本承子
Chapter 17“Reading with Stuart Hall in 'Pure『LiteraryTerms，”pp.351・371.稲垣健志
4. 2014年 7月26日
Chapter 11“Translation as Culture，”pp.241・255.霜鳥慶邦
Chapter 19“Harlem," pp.399’428. 古東佐知子
5. 2014年 9月6日（名古屋大例会）
Chapter 3 “How to Read a‘Culturally Different' Book，”pp.73・96. 加瀬佳代子
Chapter 13“Nationalism and the Imagination，”pp.275・300.村上八重子
6. 2014年 10月 25日
“Introduction，＇’pp. 1・34.伊勢芳夫
Chapter 12 "Translating into English，＇’pp. 256・274. 歳岡高ー香
7. 2014年 12月 13日
Chapter 22 "The Stakes of a World Literature，”pp.455・466. 木村茂雄
Chapter 23“Rethinking Comparatism，＇’pp.467・483. 小杉世
8. 2015年 1月 31日
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はじめに
Chapter 8“Supplementing Marxism，”pp.182司190. 森野豊
Chapter 23“World Systems and the Creole，”pp.443・454. 古東佐知子
9. 2015年 3月 14日
Chapter 9“What's Left of Theory？”pp.191凶217.杉浦清文







是正 ・代補し、人間化していこうとするなら、この時代 ・この世界に応じた想像力のト レ
ーニングを積み重ねることにより、私たちとグローパリゼーションとの関係を辛抱強く探
っていく こと、 それ以外に方法はないということになるだろう。あるいは、遠回りで即効
性はなし、かもしれないそのような努力が、究極的には最善の努力なのだと主張しているよ
うに恩われる。
一時期、グローパリゼーションは現実にあるか ・ないか、良いことか ・悪いことかとい
った議論がよくなされたが、いまは多分、そのような話だけでは済まされないにちがいな
い。私たち一人ひとりが、グローパリゼーションのプロセスにあまりにも深く巻き込まれ
てしまっているからだ。 しかしこのプロセスは、スピヴァクの文章も伝えるとおり、非常
に多面的かっ分裂的なプロセスでもある。それを統一的なものと して想像するのは至難の
業である。しかし、 「私たちとグローパリゼーション」の関係をより綿密に検討し、より深
く想像していくことは、植民地文化／ポス トコロニアル文化の多様な形成を考察する PCF
にとっても、ますます重要性を増していくにちがいない。2015年度の PCFも、盛夏が訪れ
るころまで、 このスピヴァクに取り組んでいく予定である。
木村茂雄
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